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計算資源の割当（２０１９年度）

核融合大型計算機検討・利用委員会によりプロジェクト枠として41の研究課題が
採択され、 11.5 M node*hを割当。

一般枠は現在14件で計0.14M node*h、日欧共同プロジェクトには0.908M
node*h（公募0.858M＋実施機関のプロジェクト0.05M）が割当。
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日欧共同プロジェクト

 BA活動の枠組みにおいて、日欧両実施機関は2019年4月から2020年3月の

期間に計算機を用いた日欧共同で実施する研究プロジェクトのための活動
を行う。

 この共同研究プロジェクトのため、日欧両実施機関はそれぞれLinpackベン
チマークで0.2PFLOPSに相当する計算機の資源を国際核融合エネルギー研
究センター（IFERC）に提供する。

 日欧共同の研究プロジェクトの公募、選定、計算資源の割当のため、日欧の
委員からなる日欧合同割当委員会を組織。

 2019年1月～2月にかけて日欧合同割当委員会により日欧共同研究プロジェ
クトの公募が行われ10件の応募があった。審査の結果、採択された5件に計
算資源の割り当てが行われた。

 詳細はIFERCのWebサイト（https://www.iferc.org）に公開している。

JFRS‐1(六ヶ所） Marconi‐Fusion（欧州）
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運用開始からの稼働率・利用率
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• JFRS‐1は非常に安定しており2019年10月の稼働率は99.995%。
• 9月のメンテ以降のジョブフェイルは2件だけ。
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今後の予定

 12月のメンテは特に大きな問題がなければスキップの方向。
 今年度のIFERC‐CSC研究会は1/29～1/31午前の期間に東京で開催する方向

で調整中。
 年度末は、3/28‐3/31の日程でメンテと年度切り替え作業の予定。

このときにOSのメジャーバージョンアップを計画。

 プロジェクト枠の研究課題の中で優秀な成果を上げた課題について表彰す
る予定。
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2020年度の予定

 2020年度のBAフェーズ2開始に伴い、現在の状況によると、今年度よりも多く
のJFRS‐1の資源がBA事業に割当られる見込み。
（日欧のハイレベルの合意待ち）

国内のプロジェクト枠の公募を準備中だが、割当可能資源については未定。
 BA事業に関連したプロジェクトの公募も1月ごろの実施に向けて準備中だが、

割当可能資源については未定。
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日欧の核融合スパコンについて
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